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選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
第
一
一
侵
攻
孫
子
治
総

品
官
級
体
吋
会
は
、
二
万
十
八
nH
州削

指
剤
事

h
料
、
会
開
綿
一
日
を
も
っ
て

問
問
か
れ
‘
こ
の
際
作
会
に
は
、

第
ズ
約
前
判
的
吋
会
で
谷
決
さ
れ
た

工
事
務
久
利
間
約
の
拙
脚
絡
に
つ
い

て
掴
究
家
し
、
審
議
附
闘
っ
た
幹
細
闘
荒

涼
集
ど
お
り
一
可
決
さ
れ
ま
し

た。
次
に
組
問
察
し
ま
し
た
議
申
般
に

つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
す
。

。
殺
孫
子
簿
一
帆
別
融
輔
の
職
員
の

給
与
に
泌
す
る
条
例
等
の
一
認

を
改
正
す
る
条
例
の
制
後
に
つ

い
て
陸
涼
案
可
決

人
事
抽
出
勧
告
に
お
づ
く
綴
脚
部

公
務
漁
の
給
与
改
定
に
準
じ
て

で
般
紛
の
燃
は
只
の
給
料
月
掛
酬
を

改
た
し
、
な
ら
び
に
通
勤
手

当
、
綴
詩
情
除
手
掛
円
、
制
刑
米
手
当

お
よ
び
幾
級
学
剥
は
の
開
削
mw
攻略立

女
行
な
う
と
と
も
に
、
総
側
部
乎

地
問
を
新
設
し
、
あ
わ
せ
て
一
慾

昭和46量挙 3月
特榊納税のお顕い料的

今月のIfl議後i授は淡唱とおり行ないますので

ど利潟くtusい。
詩善寺…・3Jl31日〈金〉午被告:30-午後4:00 
草寺紛4 …‘要時鱗守 福祉セYタ向

なお滋t走塁手重量の徴収も行ないますのでご京j尽ください

昭和461p綴l~霊祭孫子市議会劇際会は 2 Jl争認招集され 2Jl13日まで会綴

5日開行なわれました。

7吉税完絡にご協力ください

年
令
を
こ
え
る
料
料
品
問
の
芥
給
制

度
的
合
理
化
を
間
同
る
絡
の
改
備
品

合
し
た
も
の
で
す
。

ハV
A
品
議
院
ぬ
践
の
給
与
の
縁
組
蛸
お

よ
び
務
総
に
関
す
る
条
例
母
一

穏
を
淡
双
ず
る
条
例
的
制
制
定
に

つ
い
て
H
際
援
符
淡

一
絞
殺
の
拙
戦
終
的
り
綴
与
改
抱

に
準
じ
て
、
給
与
の
時
以
絞
念
行

な
ア
に
も
り
で
す
。

。開明蜘相開問中
2

玄
年
度
翁
孫
子
市

一
役
会
好
機
恋
予
算
ハ
才
的

努
v
h
官
絞
め
る
と
と
に
つ
い

て
詰
燦
然
可
決

。
昭
和
的
十
日
品
ノ
ポ
波
紋
時
知
子
中
市

附
同
氏
健
康
傑
険
常
事
僻
最
終
開
洲
会
計

総
統
予
算
(
栄
一
…
努
v

b

包
悠
め

る
こ
と
に
つ
い
て
E
燦
然
可
決

。
附
附
務
相
間
十
玄
年
度
我
孫
子
市

〈
汗
一
固
さ

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
語
録

集
可
決

。
総
和
田
十
五
年
波
数
派
子
前

後
総
土
地
区
一
筏
議
渓
家
裁
終
判
刷

会
計
総
正
予
察
〈
L
X
二
号
〉
な

絞
め
る
と
主
に
つ
い
て
H
原
案

可
決
。
開
明
和
抑
制
間
十
五
年
波
状
対
卵
子
市

我
孫
子
夜
中
関
口
土
地
ぼ
…
例
経
巡

繁
盛
京
特
別
会
計
繍
双
子
縁
ハ
分

一
一
号
〉
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
日
開
附
然
可
決

。附附和利加問中
a
笈
匁
凌
我
孫
子
市

我
係
守
駅
北
ね
土
地
区
商
整
理

事
業
組
対
挑
み
背
後
補
双
子
鉱
(
才

一
号
〉
を
笈
め
る
と
と
に
つ
い

て
詩
家
出
張
可
決

。
問
地
布
朝
間
間
十
支
年
皮
我
孫
子
中
市

部
制
中
小
閑
肌
務
側
土
地
区
師
陣
斡
持
制
職
務

暗
殺
特
別
余
計
鵠
制
定
予
算
ハ
端
々
一

思
る
を
笈
め
る
こ
主
に
つ
い
て

H
原
累
計
吋
淡

。
昭
和
問
悶
十
銭
然
波
紋
係
子
市

上
水
道
官
争
議
会
計
徽
双
子
相
持

〈
芳
一
R
H
d
V

を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
草
原
案
可
決

協
関
紙
予
算
の
中
で
、
一
絞
為
政

計
備
制
蕊
予
算
〈
山
庁
間
同
号
)
に
つ

敵
役
退
職
長
い
隊
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

数
役
の
新
保
綴
劫
略
的
が
ニ
月

十叩駄目
H

付
け
で
返
恕
さ
れ
ま
し

た。
幼
訓
棋
は
、
開
閉
山
相
十
年
一
月
に

技
派
手
掛
町
樹
常
務
出
品
災
と
し
て
入

っ
て
か
ら
紛
和
伸
一
二
十
年
間
悶
月
際

金
一
務
長
、
昭
和
一
一
一
十
八
年
二
兵

隊
務
調
師
長
を
経
て
、
開
閉
和
相
一
一
一
十

九
年
二
月
帥
制
仙
慌
に
訟
径
し
、
入

っ
て
か
ら
災
に
ぎ
十
六
年
に
わ

た
れ
ソ
淡
柑
節
子
世
情
聴
知
幾
の
た
め
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
わ
け
旬
、
ず
。

長
い
間
同
ご
く
ろ
う
窓
ま
守
し

た
。
今
後
の
ご
隊
出
版
な
お
州
知
事

い
た
し
ま
す
。

造
改
盤
何
事
業
費
…
以
後
方
問
の
追

加
が
玄
な
も
の
で
す
。

土
木
祭
で
は
、
道
路
総
綬
蹴
慨

に
つ
T
m間
百
五
十
一
万
平
成
予

防
け
、
叫
域
開
問
料
開
設
改
良
突
に
一
千

九日駒山
H
m門
な
そ
れ
ぞ
れ
迄
お
い

た
し
ま
し
た
。

消
紡
品
質
℃
は
、
総
本
自
動
車

工
業
会
容
疑
の
殺
品
制
緩
の
市
魚

叙
分
八
十
七
万
悶
H

追
加
し
ま
し

た。
こ
れ
ら
が
一
般
会
計
mw
識
な

総
統
で
す
。

帥
付
則
刷
会
計
に
つ
い
て
は
、
一
事

業
の
山
地
施
状
況
に
応
じ
て
矯
正

い
た
し
ま
し
た
。

い
て
は
、
内
総
枇
研
鈴
に
ヌ
十
点
ム
日
新

駅
設
援
負
担
税
ふ
誠
一
一
一
チ
万
肉
、
戸

総
仲
間
民
基
本
会
後
組
慨
に
総
wm子

奴
お
よ
び
天
王
ム
同
紙
的
行
総
岬
総

務
純
間
後
夜
委
託
料
七
十
万
湾
、

こ
の
ほ
か
、
選
挙
資
に
は
、
察

知
事
お
よ
び
然
組
隣
会
議
員
の
選

殺
事
務
組
質
問
川
を
滋
お
し
ま
し

た。
民
生
由
貿
に
お
い
て
は
、
市
吋
お

よ
び
湖
北
ム
ロ
一
得
保
有
機
内
総
統

終
泌
総
一
千
閉
山
百
八
十
九
万
六

千
門
会
計
上
、
労
働
貸
で
片
山
、

失
録
的
月
後
殺
に
失
業
対
策
事
黍

の
総
決
に
品
作
う
附
期
限
総
務
事
業

に
よ
る
土
木
出
開
校
側
別
人
輯
H
b
父、

農
林
水
産
業
訓
践
で
は
‘
内
峨
幾
総

勤
労
者
住
宅
用
地
分
譲

湖

北

中

学

校

南

側

時
開
紫
十
万
に
行
わ
れ
た
医
執
持
者
絞
殺
用
地
の
災
帥
執
念
暗
躍
め
て

録
交
的
結
単
品
は
、
ま
だ
A
h
爽
さ
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
よ
う
や
く

れ
て
お
り
ま
佼
ん
が
綴
制
抑
留
十
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
の
で
次

年
の
間
勢
調
交
の
鈴
胤
加
で
は
、
の
と
お
号
、
宅
滋
総
入
品
相
級
品
明

小
平
衡
の
住
宅
数
七
玄
関
O
、
戸
い
い
の
場
込
み
を
受
付
け
い
た
し
ま

対
し
約
七
二
%
が
持
ち
出
端
で
、
す
。

時間
9
の
二
八
劣
の
方
は
、
品
国
家
、
渡
品
汁

ま
た
は
、
開
閉
絞
り
、
社
宅
な
ど
ァ
、
本
市
に
位
協
拘
禁
叫
却
を
し

に
仲
臨
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
て
か
ら
}
和
小
MMK仲
田
震
を
有

し
、
ま
た
は
、
本
潟
市
刊
の
楽

我
孫
子
市
抑
制
市
波
紋
公
訟
で

業
所
に
勤
務
し
て
か
ら
ご
俸

は
、
持
ち
家
の
な
い
ガ
で
、
港
以
上
を
緩
官
翻
し
て
、
将
来
本

輪
出
総
入
を
希
裂
し
て
お
ら
れ
る
市
に
懸
念
を
後
議
す
る
も
の

カ
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
イ
、
役
宅
問
用
品
喝
を
所
有
し
な

ら
と
緩
う
と
主
で
昨
昨
年
来
勤
労
い
も
の

氏防衡明者，，窄，e
・

酬

h
E
S
E
-言
附

…
ス
…
一一…
…
ユ
一

…
一
フ
…
メ
…

…ヵ…
ワ
、
勤
務
ホ
鳴
を
対
象
と
す
る

二
、
仲
間
浴
柏
崎
市
叩
総
蜜
門
家
内

間
関
)
我
派
手
中
和
詩
情
対
中
ハ

O
設

の
一
絡
先
〈
湖
北
中
学
校
総

倒

閣

)

一
一
一
、
役
宅
地
の
区
一
概
数

三
十
四
区
滋

同
問
、
附
体
制
酬
の
例
制
緩

…
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
(

問
問
人
制
珍
か
ら
ニ
側
一
一
平

方
メ
ー
ト
ル
ハ
七
一
一
一
坪
〉

ま
で

五
、
譲
渡
予
定
財
閥
格

}
平
方
メ
ー
ト
ル
日
万
九

千
m
H
以
内
の
予
定

六
、
終
約
削
開
制
叫
ム
思

総
神
間
総
務
め
ざ
八
U
%以
内

七
、
裁
措
株
会
の
ふ
文
相
拘

昭
和
的
十
六
年
十
二
月
末

司
ま
で

入
、
申
込
み
の
方
淡

細
部
市
建
設
公
校
ハ
占
的
役
線

路
凶
務
部
機
〉
の
幅
削
気
前
畑
出
申

込閑
mM別
に
記
入
し
て
持
参

第
一
回
臨
時
市
議
会

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
件
可
決

議

長

に

は

中

村

長

絞
殺
四
十
六
年
制
冊
一
間
関
終
孫

街
頭
開
会
臨
川
会
は
、
際
線
的
、

主
お
っ
一
…
月
九
詩
柄
引
祭
さ
れ
一

章者

@発rf1.なった潟ulと室主人道綴@

日立智，絞殺六会担iiiiの:宇4主主総長室隊切り始寄りに

{半られたとき棄場により~，凶小学校暗主主後あるいは

ilf行者にもー察使利tこな。た主慰われます。

〈勝良i主2.Smで、すでに俊F話されておちます〉

700 

我孫子，，-タ世阿タヲプ{会長中村炎さん)

からさを議議官記念指導主主として奈の望新婚を受けまし

た。乙め現在lまロ』タ 9-liきと命名しきさ主主安全意
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だきました。

交通戦争主いわれている今日お互いに気Zをつ

けまLょう。



火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

}
 

今

a，a、一
怒
さ
と
田
崎
市
山
乾
ぬ
に
よ
れ
ツ
全

一
湾
各
柿
崎
市
、
火
災
が
多
く
発
生
し

…
て
お

9
ま
す
が
、
市
内
に
向
調
い

…
て
も
今
年
に
な
っ
て
か
ら
ず
で

柑
日
に
十
一
品
仲
げ
の
火
災
が
発
ゑ
し
、

制
党
総
死
均
一
名
、
徐
州
刊
級
品
〈
紛
抑
制

げ
八
八
八
主
刈
メ
ー
ト
ル
、
禍
害

総
月
同
地
内
川
制
削
仙
問
問
問
、
一
一
一
人
間
同
日
H
m
円
と

一
リ
な
っ
て
お
り
ま
ナ
。

総

な

か

で

ι、
一
月
十
五
時
間
二

時
月
十
日
、
一
万
十
四
臼
む
火
災

斗
は
夜
築
地
械
に
お
け
る
怒
条
伶

一
丙
叶
た
め
付
近
へ
の
類
抗
加
、
怒

一
絡
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
皆
後

一
の
ど
協
力
に
よ
っ
て
怨
荒
川
女
且
単

一
少
岡
山
伎
に
く
い
主
め
る
ζ

と
が

一
で
骨
ま
し
た
。

一
こ
れ
ら
相
続
対
み
を
ま
す
と

に
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
漁
民
間
か

ら
火
事
に
消
ぬ
っ
℃
い
る
わ
け
で

ぴ
火
の
泌
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
潟

心
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

あ
七
と
9
わ
け
、
ゑ
陥
倒
的
刊
の
貯
淡

報
取
扱
説
、
又
訪
問
出
W

1

M

持中市夜、

.
ー
燃
料
問
的
そ
の
総
険
料
え
ゑ
い
も
的

H
U

あ
る
い
は
、
掛
耐
え
る
・
も
母
等
を

留
民
健
康
保
体
摂

探
検
認
の
更
新

一
一
一
月
十
米
む
か
ら
二
一
月
三
十

三
片
付
ま
で
次
的
認
%
で
附
関
陣
地
油
開

山
品
川
体
協
間
総
幻
訂
以
叫
円
安
行
な
い
ま

す
の
で
、
h

相
川
浅
く
の
会
場
で
甲
子

州
側
き
な
し
て
村
門
し
い
緑
陰
泌
と

お
と
う
か
え
く
だ
さ
い
。

明
弛
小
出
後
間
期
さ
れ
て
い
る
用
問
険

明
況
は
、
刊
二
万
三
十
}
円
円
で
蹴
沈
殿

潟
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
れ
〆
ま

依
す
。

郷
な
お
、
一
史
~
W
け
す
る
務
自
こ
ま

苛
か
な
手
日
お
き
に
つ
い
て
は
、
国

保
岡
山
総
市
開
的
障
体
決
初
出
入
者
の
没
静
主

一
夜
に
ハ
ガ
キ
で
透
匁
し
ま
す
舟

一
句
、
よ
く
ご
絞
の
う
え
手
訪
問
き

一
さ
れ
ま
す
よ
う
お
州
側
い
い
た
し

ま
す
。

火
の
元
を
も
う
一
度
確
め
て

に
移
す
腕
如
、
あ
ふ
れ
た
石
油
慣
が
は
、
今
後
ド
ラ
ム
俗
に
よ
る
務

付
近
に
捨
て
で
あ
っ
た
時
間
由
民
の
入
時
間
践
は
し
な
い
よ
う
お
騎
い

残
り
火
に
引
引
火
し
て
大
事
に
な
い
た
し
ま
す
。

っ
た
も
の
で
あ
号
、
ま
た
、
犯
プ
ロ
パ

Y
ガ
ス
に
つ
い
て
も

和
四
十
閥
年
一
一
月
に
二
名
の
燐
火
災
の
際
に
は
非
常
に
危
険
な

流
血
引
を
山
似
し
た
火
災
孜
、
突
い

a
も
の
で
す
の
で
、
ガ
旦
ボ
ン
ベ

綴
き
の
が
ソ
F
γ
を
務
総
主
燃
は
必
ず
鐙
外
に
明
日
制
臨
し
、
か
っ

縫
え
て
…
ね
泌
ス
ト

i
ヅ
い
い
級
決
ポ
Y
ベ
が
倒
れ
る
と
線
路
与
の

し
た
こ
と
が
、
そ
抑
制
部
被
と
な
制
偶
然
な
ね
叫
し
ま
す
の
で
、
倒
れ

っ
て
お
号
ま
す
。
な
い
よ
う
処
絞
す
る
と
と
が
ふ
〈

除
後
的
仰
に
よ
る
火
災
山
林
火
の
切
で
す
。

制
闘
争
が
非
常
に
浮
く
開
制
火
作
げ
ゑ
た
だ
い
ま
品
中
川
附
悶
…
式
加
仰
い
継
の

に
あ
た
っ
て
も
非
常
な
危
険
な
火
災
予
防
泌
動
が
行
役
'
わ
れ
て

伴
う
わ
け
で
す
の
で
、
円
日
時
惜
の
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
必
怨
隔
地

管
部
叫
に
つ
い
て
は
、
い
っ
そ
う
が
乾
山
附
し
て
火
災
の
宛
設
し
お

の
注
r
品
を
は
ら
い
F
予
ム
絞
に
い
そ
し
て
大
火
に
な
り
易
い
挙

よ
る
妓
入
地
問
絞
は
必
ず
設
備
の
僚
が
続
き
ま
す
の
で
、
火
の
元

あ
る
一
段
で
押
脳
出
山
を
し
て
い
た
だ
に
は
十
分
ご
刻
心
く
だ
さ
る
よ

き
、
ま
た
，
談
綴
め
な
い
併
で
う
お

mLわ
た
し
ま
す
。

課
税
台
帳
の
縦
覧

一
一
一
丹
…
日
か
ら
こ
十
日
ま
で

線
級
銀
十
六
匁
絞
め
附
糊
閥
均
御
料
品
悠
一
一
一
月
刊
門
院
か
ら
五
月
一
日
中
i
誌

緩
税
重
品
瀞
後
一
約
一
総
数
持
制
限
内
川
に
ま
で
お
見
殺
い
た
し
ま
す
。

納
税
滋
加
公
μ
が
開
問
き
ま
す
が
、
山
間
分
の
附
開
劣
後
撲
の
糊
貯
蹴
潮
時
い

ζ

れ
い
い
さ
き
が
け
、
深
税
品
目
絞
ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
か

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
B
E
E
S
E
E
B
i
l
l
i
-
-
!
1泊
叶
1

1川
叫
判
叶
1
1
1
1

M

叫
』
ぷ
+
小
郡
品
口
減
措
哨
…
肉
家
官
設
ム
…
一
戸
閉
山
一
区

全

T

Y

A

1

一
回
ヲ
寺
常
N
H
ヶ
;
、
険

地

鈴

'

崎

将

と

淡

地

一

清

久

新

!

川

村

下

訪

れ

れ

築

制

4

九

即

日

i
い

い

集

一

前

町

僻

戸

北

誌

の

J
r
f

グ

念

海

塚

山

刑

務

期

間

参

柴

土

叡

登

山

出

制

詫

れ

我

一

ム

白

H

東
必
然

場

場

一

枚

鴻

的

断

続

抽

階

級

一
時
半
断
年
晴
榊
開

ト
制
緩
品
川
円
一
一
戸
手
グ

M
4

1
V

市
ザ
川
内
謝
ケ
柑
知

品
川
一
サ
久
線
以
下
殺

多
量
に
集
積
し
て
あ
る
場
品
川
、

取
祭
っ
て
い
る
場
所
等
に
お
い

て
は
、
品
村
に
持
品
怨
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
怒
い
ま
す
α

ま
た
、
危
険
物
に
つ
い
て

は
、
一
段
匁
脱
階
部
可
に
お
い
て
も

そ
の
鮫
柑
縦
波
終
い
に
つ
い
て
は

十
分
校
総
ず
る
と
と
も
に
貯
絞

畿
に
つ
い
て
も
ω

絞
殺
以
上
に

わ
た
る
場
合
に
は
，
必
ず
統
制
服

の
手
緩
き
に
k
る
附
刷
機
設
備
な

ム
む
な
お
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
お
9
ま
す
。

鵠
日
鼎
制
君
、
民
防
も
必
要
と
し
な

い
で
貯
蕊
取
扱
い
で
き
る
量
に

つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ

y
二
O
リ

ッ
ト
ル
、
お
品
開
一

O
Oリ
ッ
ト

ル
、
塗
油
開
問
。
。
リ
ッ
ト
ル
以

下
と
さ
れ
て
お
ワ
ま
す
の
で
、

ガ
y
p
y
、
お
油
州
特
の
ド
ヲ
ム

相
関
に
よ
る
附
削
減
収
以
い
は
開
間

約
‘
制
限
的
援
吋
な
し
た
う
え
だ
な

け
れ
ば
凶
で
き
な
い
わ
け
勺
あ
り

ま
す
。
公
る
a

}

月
十
関
口
"
の
火

災
は
法
的
附
の
な
い
小
川
で
淀
川
出
合

ド
ヲ
ム
紛
に
よ
っ
て
防
人
的
昨
夜

し
、
と
れ
を
一
八
世
ッ
ト
ル
鈴
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ま
た
、
緑
年
中
v
h

土
品
品
、
家

同
臨
、
償
却
岬
府
間
出
総
に
協
同
動
閉
め
ゐ
っ

た
ガ
な
ど
段
、
ぜ
ひ
こ
ね
険
会

に
お
絞
め
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
こ
の
品
目
州
制
ド
九
時
試
叫
持
さ

れ
た
ね
パ
柿
怖
い
九
本
総
協
が
あ
れ
ば
、

浅
見
付
コ
ト
詩
ま
で
に
交
辺
川
で
州
市

時
限
篠
沢
緩
綴
炎
後
両
氏
A
M
以
へ
緩

巡
の
組
側
求
な
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

時
期
間
・
年
2
4

関
メ
沢
一
一
一
十
分
か
ら

午
後
五
げ
ま
で

た
だ
し
、
土
、
行
間
隔
日

以

ιム
問
中
で
す
。

場
所
日
救
出
邦
子
市
役
一
段
、
た
だ

し
、
一
一
一
月
十
六
口
は
潟

ゑ
之
際
、
一
二
月
十
七
日

は
が
ぬ
い
え
一
次
で
そ
れ
ぞ

れ
ゑ
る
こ
と
が
マ
含
ま

す。

明
議
制
杭
僻
開
地
ザ
抑
制
に
つ
い
つ

開
制
点
法
批
礼
申
胞
却
州
統
篠
山
郎
総
は
、

求
絡
に
つ
い
て
附
問
、
加
加
な
ど
の

幾
掛
砲
に
つ
い
て
は
淑
山
一
一
品
、
投
地

以
外
の
宅
地
に
つ
い
て
は
各
上

昇
率
に
応
じ
て
品
前
年
皮
の
叩
印
税

国持鼎中村間仁一
R

一
倍
、
一
・
二

銭
、
一
・
一
一
一
倍
、
一
・
四
倍
、

山
似
品
件
、
材
開
時
判
、
雄
被
地
世
帯
に
つ

い
て
は
一
・
二
倍
そ
れ
ぞ
れ
し

た
も
の
で
す
が
、
倍
率
を
一
一
禁
じ

て
評
価
税
に
迭
し
た
も
の
は
、

静
悩
都
で
総
説
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
脚
部
附
距
に
ゆ
い
て
は
、

前
年
阪
と
変
わ
り
あ
れ
ソ
ま
ぜ

ん。
都
市
計
約
制
怖
は
、
制
的
出
初
出
向
十

六
年
肢
か
ら
添
削
州
と
し
て
、
中
市

街
化
阪
欲
的
の
土
地
‘
出
品
川
訟
に

つ
い
て
叩
印
税
さ
れ
、
中
部
品
開
作
山
総

設
区
域
内
の
土
地
、
官
品
目
出
に
つ

い
て
は
持
制
引
さ
れ
な
く
な
れ
ソ
ま

す。
な
お
、
市
街
化
一
民
捕
以
内
む
却
部

市
計
一
樹
税
制
続
的
一
議
郁
朗
は
、
土

地
に
つ
い
て
‘
降
淡
な
ど
の
後

般
に
つ
い
て
ね
隆
、
定
跡
地
に
つ

い
て
は
、
各
上
村
汁
申
中
い
山
山
必
乙
て

仙
附
和
小
の
綿
叩
制
杭
桝
抑
制
限
い
九
日
・
一
一
一

般
、
一
・
ム
ハ
品
同
‘
…
6

・丸出刷、

山
林
、
附
郎
際
、
同
燃
料
機
川
端
擦
に
や

い
て
は
、
一
・
窓
際
し
た
も
の

で
す
が
、
脱
出
滋
一
世
w

塀
煎
じ
て
開
叶
属
関

胡
酬
に
透
し
た
も
の
捻
孫
儀
相
酬
で

課
税
き
れ
ま
す
。

ま
た
、
家
援
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
主
変
わ
れ
ツ
あ
り
ま
せ

ん。

引
揚
者
特
別
交
付
金

は

三

丹

十

計引倒扮
4
制
的
村
山
刺
殺
付
A
M
油
開
求
は

や
や
匁
一
一
一
例
丹
江
戸
十
一
日
を
も
q

て

品
約
す
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ

油
開
求
。
済
ん
で
い
な
い
人
は
準

君
に
誇
求
手
続
き
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

請
求
の
で
き
る
絡
的
は
次
町

よ
う
な
方
で
ナ
。

。
外
的
に
終
戦
日
ま
で
引
き

掛
料
配
守
、
…
年
以
上
生
浴
の
小
平
抑
制

設
も
フ
て
い
て
附
同
日
以
後
引

金
燃
げ
て
寺
た
人

由
明
ツ
W

湘
品
加
絞
め
関
係
で
帥
紳

太
、
d
T
ぬ
問
、
捕
中
北
、
内
閣
減
、

時
間
制
側
、
削
側
双
山
洲
、
紛
糾
対
等
か

ら
問
削
和
三
十
年
八
月
九
災
以

後
終
戦
口
前
に
引
き
担
問
団
り
た

人
ハ
こ
の
場
合
に
は
、
開
削
和

二
十
年
八
月
九
れ
ま
で
引
引
き

続
き
一
年
以
上
生
活
の
本
銘

日
ま
で

を
も
っ
て
い
た
療
が
後
件
に

な
号
ま
す
o
v

@
終
戦
線
に
出
掛
誠
鴇
務
開
用
等

で
十
卒
採
に
き
て
綴
夜
中
、
終

的
制
の
た
め
然
強
へ
も
ど
れ
な

か
っ
た
人
ウ
」
の
場
合
に

は
、
外
拍
地
に
伸
行
絞
ヨ
ま
で
間
引

き
絞
き
一
年
以
上
生
活
の
本

然
な
も
っ
て
い
た
事
が
要
件

に
な
ち
ま
す
。
〉

ま
た
、
柏
戦
争
中
あ
る
い
は
絞

総
の
れ
鈴
表
明
、
も
南
洋
酎
叶
臨
削
に

級
制
和
十
人
移
十
月
…
口
付
ま
で
引

舎
内
総
き
ご
ゆ
M
M
g
ぷ
掛
川
端
的
の
本
削
除

を
も
っ
て
、
関
門
n
H
M
以
後
終
戦
日

時
間
に
れ
ぎ
数
げ
た
人
。
フ
ィ
リ

ピ
y
時
向
島
に
線
終
日
ま
で
到
。

側
部
き
}
銀
以
上
生
活
の
本
拠
を

も
っ
て
い
て
昭
和
十
九
年
七
月

一
吾
川
以
後
終
時
明
日
前
に
間
引
き
務

げ
た
入
。
こ
の
よ
う
な
か
た
が
た
が
、

議
求
で
き
ま
す
。

な
お
、
死
亡
者
に
つ
い
て
も

そ
の
込
終
母
方
が
務
求
で
き
ま

す
。
〈
部
出
偶
者
、
子
、
父
俗
、

深〉

こ
そ

提
出
期
限
は

時
間
笠
申
告
存
在
4

引
き
な
が
ら

「
引
汀
色
申
告
を
し
た
い
が
仮
出
闘

が
む
ず
か
し
く
て
e
e
e

・
」
と
思

い
込
ん
で
い
る
方
は
あ
り
ま
せ

ん
か
φ
務
か
に
、
卸
売
祭
や
鋭
治
時
滑

な
ど
で
凶
十
同
開
年
分
の
所
得
が

一
一
波
小
月
間
け
な
問
え
る
人
は
、
叫
応

相
腕
の
内
川
什
山
〈
附
限
式
的
V
山
}
い
い
よ

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
佼
ん
か
ら

む
ヂ
か
し
い
と
い
う
こ
〉
い
に
な

争
ま
す
が
'
ほ
k
ん
ど
の
人
は

測
に
か
ず
か
し
い
こ
と
は
あ
号

ま
せ
ん
。

商
品
食
間
約
似
合
中
心
と
し
た

「
楠
間
口
同
帳
簿
」
(
現
金
出
数

日
版
、
経
費
版
、
売
出
羽
説
、
観
点
氾

資
産
台
阪
の
五
対
)
で
済
み
ま

す
。
さ
ら
に
、
四
十
惚
年
分
の

事
業
所
得
晶
、
不
動
車
出
町
得
の
合

計
絡
が
七
十
万
行
以
下
の
人

は
、
相
冊
余
中
北
淡
い
い
よ
る
針
父
方

同
開
も
総
め
ら
れ
て
い
ま
ず
か
ら

相
叫
ん
械
的
州
制
限
だ
け
で
も
榔
付
税
山
中

ι

僚
が
で
き
ま
ず
。

ま
た
、
税
務
殺
に
は
資
総
市
中

品
目
の
お
潟
や
秘
的
問
を
訪
問
一
い
い
し

て
い
る
清
俊
市
申
告
指
導
炉
開
が
ふ
指

引
き
揚
げ
車
告
の
ふ
舟
で
始
観
世
小
母

済
ん
で
な
い
方
同
柏
、
務
担
間
後
事

務
所
に
請
求
間
同
級
生
す
が
あ
ち
ま

す
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
策
的
な
ぷ
が
あ
ち
ま

μμ

ま
で

っ
て
、
い
つ
で
も
H
A
M
河に例制批闘

で
き
る
よ
う
に
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
主
く
に
、
山
川
口
引
い
山
P
K
H
を
ば

じ
め
て
一
、
二
年
内
人
に
け
い
、

記
渋
か
ら
決
努
ま
で
一
治
広
い
指

導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

青
色
議
会
を
し
ま
す
主
、
税

金
む
ヤ
郊
で
ゆ
什
尚
治
に
脅
ね
に
な
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
前
収

納
仰
な
つ
け
る
こ
と
に
よ
号
、
楽

祭
の
ふ
キ
尚
一
ベ
め
取
到
な
州
知
争
、
切
る

い
仲
柁
林
漁
で
総
務
も
ぐ
ん
と
よ
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

、ο
ー

ぜ
ひ
、
今
竿
か
ら
占
品
目
品
目
中
台

を
仏
側
め
る
よ
う
お
戸
数
め
い
た
し

ま
す
。
m
m
十
六
年
か
ら
青
色
申

品
市
け
を
仏
間
め
る
人
は
、
三
月
十
五

お
ま
で
に
税
務
者
へ
「
青
色
申

告
浜
松
小
松
拝
金
」
川
用
紙
は
税

務
盟
切
に
用
な
し
て
あ
れ
リ
ま
す
》

安
災
織
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぷ
犠
篠
山
走
行
h
n
H

の
ぬ
山
山
で
税

特
柑
期
併
に
お
で
か
け
の
山
川
は
、
附
内

約
e
V

い
資
説
会
中
山
川
学
総
き
も
お

刊
か
れ
な
く
。門部
同
一
戸
一
税
務
総
〉

電
話
は
正
し
く
長
い
ま
し
ょ
う

ダ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
を
見
な
が
ら

関
迷
い
寂
必
同
は
、
お
互
い
に

巡
感
な
も
の
で
す
が
、
棋
眠
遂
の

欄
側
資
に
よ
れ
ツ
ま
す
と
料
相
関
同
管
内

で
も
こ
の
開
附
淡
い
努
認
が
ふ

丸
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
の
淡
の
で
や
め
て

し
ま
う
め
も
含
め
て
一

0
0
一間開

か
け
る
う
ち
、
で
八
間
関
刊
か
ダ
イ

ヤ
ル
同
州
添
い
主
な
っ
て
一
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
後
部
組
の
上
乎
な

緩
い
方
は
:
:
・
・
:

。
ま
ず
番
号
を
穣
め
て

か
け
る
簡
に
必
ず
メ
モ
や

緩
綴
許
停
簿
で
酬
明
か
め
ま
し

ょ
う
。
ウ
幻
覚
え
で
ダ
イ
守

ル
は
叫
削
除
物
、
側
附
滋
っ
て
り
な

が
唱
で
も
制
打
点
棋
は
か
か
り
ま

す。

。
ダ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
を
見
な

が
ら
疋
磁
に

受
話
器
を
あ
げ
た
ら
発
静
岡

音
(
ツ

i
y
v
を
桜
め
て
。

ダ
イ
ヤ
ル
は
、
メ
モ
を
見

な
が
ら
正
し
く
指
止
め
ま
で

際
わ
し
て
、
自
然
に
は
な
し

ま
し
ょ
う
。

@
ダ
イ
ヤ
H
W

は
.
埠
時
中
休
一
家

ず
開
明
後
ま
で

ダ
イ
ヤ
ル
と
〆
イ
ヤ
ル
の

州
問
隣
は
引
秒
以
上
あ
け
な
い

で
。
ダ
イ
ヤ
ル
し
終
っ
て
か
ら

呼
出
資
が
で
る
ま
で
じ
ば

ら
〈
閉
が
あ
り
ま
す
@

五
秒
か
ら
l
一
品
抄
く
ら
い

恥
抽
出
口
の
状
抽
出
が
あ
り
ま
す
が

故
障
で
川
あ
り
ま
ぜ
ん
。
そ

の
ま
ま
持
ち
ま
し
ょ
う
。

@
呼
出
音
は
十
回
佼
い
開
聞
き

宮
し
よ
う
。

先
方
が
乎
の
は
な
せ
ぬ
潟

市
中
で
、
す
ぐ
出
向
ら
れ
な
い
の

か
も
知
れ
窓
ぜ
ん
u

お
い
ふ
い
に
総
統
し
ん
明
い
J
4
?

に
制
札
制
附
配
絞
い
ま
し
ょ
う
。

〈
柿
制
緩
州
制
約
叶
J

帥蹴糾)

歳

未

た

す

け

あ

い

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

昨
年
の
議
求
た
す
け
あ
い
逐

動
で
は
、
古
川
市
向
車
鱈
入
、
間
間
体

有
志
、
民
生
委
員
、
露
出
泊
、
法

人
、
事
〈
渋
川
同
体
の
方
々
か
ら
と

協
力
止
を
い
た
だ
き
、
持
ロ
蹴
悼
掘
削
を

噌
組
成
す
る
と
主
が
で
き
ま
し

た。
と
こ
花
嫁
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
ず
。

h

制
点
淑
山
林
、
行
十
九
万
況
や
対
品

開
け
い
た
引
い
き
ま
し
た
の
で
‘
魚

沼
的
関
緩
荻
野
、
ね
た
き
9
浪
人

お
よ
り
長
総
小
舟
山
γ
代
議
、
母
子
絞

殺
設
入
所
者
，
山
交
鴻
胤
域
別
何
事

故
前
革
路
な
ど
に
的
民
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
布
径
三
了

R
狩
内
会

か
ら
丹
ダ
ン
ボ
ー
ル
箔
訪
町
一
衣

料
剤
、
日

1
タ
ザ

i
ク
ラ
ブ
か
ら

の
ク
哲
氏
マ
丸
ケ
i
キ
、
鈴
木

綴
本
町
め
か
ら
の
浴
室
巾
れ
な
い
ガ

へ
と

v
a
ウ
?
な
い
た
だ
き
ま

し
れ
ん
出
り
で
、
心
情
的
の
双
ま
れ
な

い
繁
泌
へ
郡
山
和
叩
い
た
し
ま
し

た
υ

701 




